
（ 数学Ⅰ ） 学習指導案
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学級 １ 年 ９ 組 教室 ２１４教室 日時 平成２１年 ５月２７日（ 水 )曜 第１限

単元 第２章 ２次関数 教科書 改訂版 数学Ⅰ（数研出版）

関数を用いて、数量の変化を表現することの有 第１節 ２次関数とグラフ

指 用性を認識させる。また、２次関数のグラフの特 指 １ 関数とグラフ ･････････････３時間

導 徴や平行移動の意味を理解させ、グラフを用いて 導 ２ ２次関数のグラフ ････････７時間

目 関数の最大値・最小値を求めることができるよう 計 ３ ２次関数の最大と最小･･････５時間

標 にさせる。 画 （本時はその２時間目）

４ ２次関数の決定････････････２時間

本時の指導
主 題 定義域に制限がある場合の最大と最小

予習課題 教科書 P.78 を予習しておく。

目 ２次関数のグラフをもとにして、定義域が実数全体またはある範囲に制限された場合の最大値・

最小値の意味とその求め方を理解させる。

標

学 習 活 動 時間 指 導 上 の 留 意 事 項 評価の観点・資料等

前時の内容と本時の目標を確認 ５ ・ ２次関数は標準形に変 ・ 前時の内容が定着し

本 導 する。 形し、グラフから最大値 ているか。

入 最小値を調べることがで ＜知識・理解＞

きることを確認させる。

時 １ 例題４を解く。 ５ ・ 定義域を制限した場合 ・ グラフと関連づけて

の最大値・最小値の求め 考えることができてい

の最大値と最小値を求めよ。 方を理解させる。 るか。

展 ＜数学的な見方や考え方＞

の ２ 例題５を解く。 ５ ・ 定義域が開区間の場合 ・ 閉区間と開区間の区

について考えさせる。 別ができているか。

の最大値・最小値を求めよ。 ＜知識・理解＞

３ 練習１８，１９を解く。 １０ ・ 生徒に板書させる。 ・ 丁寧な板書ができて

指 いるか。

＜表現・処理＞

４ 応用例題３を解く。 ２０ ・ ａの値が変化すること ・ プリント

開 によりグラフがどのよう ・ 平方完成できるか。

導 の最大値と最小値を求めよ。 に変化しているかを考え ＜知識・理解＞

させる。 ・ 頂点、軸が動いてい

・ 軸が移動することによ ることに気が付くか。

り最大値・最小値が変わ ＜数学的な見方や考え方＞

過 ることを理解させる。

・ 机間指導を行い、生徒 ・ 積極的に問題に取り

の理解度を把握する。 組んでいるか。

＜関心・意欲・態度＞

程

整 １ 本時のまとめをする。 ５ ・ 本時のまとめと次時の

課題を確認させる。

理 ２ 次時の学習内容を確認する。

備 考 類型（ 共通 ） 生徒数 ４０名 （男子 ２１名、女子 １９名）
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